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本
日
は
私
を
入
れ
て
１
０
名
。
行
程
は
地
元
の

田
中
さ
ん
が
作
成
。
同
じ
く
地
元
の
梅
田
さ
ん
と
、

二
名
が
ガ
イ
ド
と
な
っ
て
、
ま
ず
は
西
口
を
南
に

進
み
、
鎌
倉
街
道
の
一
部
分
が
残
っ
て
い
る
場
所

へ
進
む
。
見
た
目
に
は
、
手
入
れ
の
さ
れ
て
な
い

雑
木
林
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
駅
に
戻
り
、
東
口

側
の
方
へ
行
く
と
、
超
ミ
ニ
サ
イ
ズ
の
公
園
か
と

思
っ
た
と
こ
ろ
が
静
御
前
の
墓
、
句
碑
や
静
桜
も

あ
り
ま
す
。
９
月
１
５
日
に
は
、
墓
前
祭
も
行
わ

れ
る
そ
う
で
す
。
道
を
北
上
し
て
、
宝
治
戸
池
、

関
所
番
士
屋
敷
、
八
坂
神
社
と
廻
り
こ
こ
で
、
昼

食
休
憩
。
本
殿
参
拝
の
時
、
中
か
ら
神
主
さ
ん
が

出
て
こ
ら
れ
、
お
祓
い
を
し
て
く
れ
る
と
の
事
で
、

急
遽
全
員
集
合
し
て
お
祓
い
を
受
け
る
。
更
に
神

輿
蔵
の
カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
、
神
輿
を
ガ
ラ
ス
戸

越
し
に
見
せ
て
下
さ
っ
た
り
、
鳥
居
脇
の
石
碑
の

前
で
、
神
社
の
説
明
を
さ
れ
た
り
、
最
後
は
私
た

ち
の
集
合
写
真
に
一
緒
に
納
ま
る
オ
マ
ケ
ま
で
。

午
後
か
ら
は
、
神
社
前
の
旧
道
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

ま
ず
は
土
手
寄
り
の
関
所
跡
の
石
碑
を
見
て
、
更

に
旧
道
を
南
下
し
な
が
ら
、
本
陣
跡
、
吉
田
家
へ

と
向
か
う
。
こ
こ
で
は
水
塚
と
蔵
内
部
を
見
せ
て

い
た
だ
く
。
南
下
を
続
け
顕
正
寺
へ
。
栗
橋
宿
開

拓
者
の
池
田
鴨
之
助
の
墓
が
有
り
こ
こ
で
小
休
憩
。

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
関
所
破
り
な
ど
で
処
刑
さ

れ
た
者
を
供
養
す
る
為
に
建
て
ら
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
、
焙
烙
地
蔵
へ
行
く
。
こ
の
先
、
常
薫
寺

裏
側
の
土
手
上
に
行
き
屋
根
付
き
の
休
憩
場
へ
。

残
念
な
が
ら
、
関
東
の
山
々
や
、
富
士
山
は
見
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
こ
ち
良
い
風
を
受
け
て
休

憩
。
土
手
沿
い
に
歩
き
大
型
ス
ー
パ
ー
内
で
最
後

の
休
憩
を
と
り
、
会
津
見
送
り
稲
荷
を
見
て
駅
へ

戻
る
。
今
日
も
暑
い
一
日
で
し
た
。 

●
栗
橋
宿
の
経
緯 

こ
の
地
は
利
根
川
の
渡
河
地
点
に
あ
た
り
、
日
光

街
道
か
ら
江
戸
へ
の
出
入
り
を
監
視
す
る
関
所
が

置
か
れ
、
江
戸
の
北
方
を
守
る
要
地
で
あ
っ
た
。

街
道
が
整
備
さ
れ
る
以
前
に
町
は
無
く
、
日
光
街

道
は
手
前
の
幸
手
宿
か
ら
北
東
に
向
か
っ
た
栗
橋

村
（
後
に
元
栗
橋
村
に
改
称
、
現 

茨
城
県
猿
島
郡

五
霞
町
元
栗
橋
）
に
渡
船
場
が
あ
り
、
”
房
川
渡

し
・
栗
橋
”
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
慶
長
年
間
に
地

元
の
池
田
鴨
之
助
、
並
木
五
郎
平
の
出
願
に
よ
り
、

現
在
の
栗
橋
地
区
と
な
る
上
河
辺
新
田
が
開
墾
さ

れ
た
。1

6
1
6

年
に
街
道
筋
が
付
け
替
え
ら
れ
、
現

在
地
に
正
式
な
宿
駅
と
し
て
栗
橋
宿
が
成
立
し
た
。

1
8
4
3

年
当
時
の
人
口
は1

,
7
4
1

人
、
家
数4

0
4

軒
、

本
陣1

、
脇
本
陣1

、
旅
籠2

5

軒
と
の
記
録
が
残

る
。
な
お
、
前
述
の
通
り
栗
橋
宿
と
利
根
川
対
岸

の
中
田
宿
は
合
宿
の
形
態
を
と
っ
て
お
り
、
荷
物

や
人
夫
の
継
ぎ
立
て
を
行
う
問
屋
の
業
務
は
半
月

毎
の
交
代
制
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
陣
を
代
々
務

め
た
の
は
栗
橋
宿
の
開
宿
に
尽
力
し
た
池
田
鴨
之

介
か
ら
続
い
た
池
田
家
で
、
現
在
も
本
陣
跡
地
に

健
在
で
あ
る
。
そ
の
他
の
町
並
み
も
駅
よ
り
比
較

的
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
た
め
か
旧
家
が
所
々
に

残
り
、
旧
宿
場
町
の
面
影
を
感
じ
さ
せ
る
。 
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第
１３
回
伊
奈
連
協
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

９
月
１０
日 

第
１３
回
伊
奈
連
協
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

第
１
期
か
ら
１９
期
ま
で
と
専
科
１
期
の
校
友
会

員
８９
名
が
参
加
し
て
伊
奈
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
通
じ
て
会
員
相
互
の
親
睦
と
健
康
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、
１０
月
２０
日
の
県
連
協
主
催
の
県
連

協
大
会
へ
の
出
場
者
（
22
名
）
を
選
抜
す
る
大
会

で
も
あ
り
ま
す
。
郷
土
の
会
よ
り
大
阿
久
さ
ん
・

田
中
さ
ん
が
参
加
。
ま
ち
づ
く
り
か
ら
２
名
参
加
。 

ま
ず
、
開
会
式
は
、
伊
奈
連
協
会
長
（
１５
期
）

島
田
大
会
会
長
の
「
上
手
な
人
は
よ
い
ス
コ
ア
を
、

上
手
で
な
い
人
は
楽
し
く
」
と
い
う
挨
拶
で
始
ま

り
、
競
技
部
長
等
か
ら
競
技
の
ル
ー
ル
等
の
説
明

が
あ
り
、
競
技
開
始
と
な
り
ま
し
た
。 

ル
ー
ル
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

●
ス
コ
ア
は
個
人
記
入
の
新
ル
ー
ル 

 

●
打
数
は
６
打
ま
で 

●
ホ
ー
ル
イ
ン
１
は
８
番
の
み
。 

●
表
彰
状 

優
勝
・
準
優
勝
・
第
3
位 

●
賞 

品 

優
勝
・
準
優
勝
・
第
3
位
・
第
4
位
・

第
5
位
、 

試
合
終
了
後
は
２
０
９
室
で
閉
会
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
優
勝
は
９
期
の
丸
山
さ
ん
で
し
た
。 

専
科
か
ら
出
場
し
た
４
名
は
、
入
賞
は
逃
し
た
も

の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
績
で
大
会
を
楽
し
み
ま
し

た
。 

                               

（２） 平成２２年９月１１日          郷土の会だより               第１６号 


